
　　　　

令和　6 年 12 月 23 日

7 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーショ
ン

人間関係
社会性

事業所名 児童発達支援センター酒田市はまなし学園 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
○  一人一人の伸びる芽を大切にはぐくむ

○  ともに育つ

支援方針

・ 子ども達が安定して楽しく過ごしながら、発達が支援される環境を設定し、園内外の人との交流や原体験を通して、健やかで明るい子どもに育つようにします。

・ 一人一人の子どもの心身の状態に応じた適切な支援を行うことにより、障がいの軽減を図ると共に、力を引き出し、自立に向けての可能性を広げていきます。

・ 保護者や家族との信頼関係を築き、連携を密にしながら、確かな発達支援を進めていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・食事、排泄、睡眠、着替え、清潔保持等の日常生活に必要なスキルを身につけるため、一人一人に合わせた支援を行います。
・一人一人の特性や症状等を把握し、保護者と共有しながら健康で安全な生活を作り出す支援を行います。
・一人一人に合わせた食事形態や環境設定等に配慮して食事を提供をします。
・必要に応じて医師の指示の下で医療的ケアを行い、健康を維持しながら安心して生活できる環境を整え、生活の質の向上を目指します。

・子どもの興味を引き出す遊びや感覚活動を提供し、楽しく体を動かしながら、日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や、運動・動作の改善及び習得を図れるよう支援します。
・遊びを通して、保有する視覚、聴覚、触覚、嗅覚、固有覚、前庭覚等の感覚を十分活用できるよう支援します。
・一人一人の感覚の特性（過敏や鈍麻等）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調整等の支援を行います。
・医師や訓練士の指示指導の下、必要に応じて姿勢保持装置等の様々な補助用具を活用し、日々の運動・動作支援を行います。

・遊びを通して、物の機能や属性、形、色、音が変化する様子、大小、数、重さ、空間、時間等の概念の形成が図れるよう支援します。
・一人一人のこだわりや偏食等に対する支援を行います。
・視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用しながら、認知機能の発達を促す支援をします。

・障害の種別や程度、興味関心に応じて、言葉だけでなく表情や身振り、絵カードや写真等を用いての意思表示や人とのやりとりが行えるようにするなど、コミュニケーション力の向上・発達を促すよう支援しま
す。
・一人一人に配慮された場面における人との関わりを通して、相手と同じ物を見たり聞いたりして共有する喜びを感じられるようにします。

・子どもが人への信頼を高め安心して過ごせるよう、周囲の環境や人に対する信頼感や自分に対する信頼感を育めるよう支援します。
・遊び等を通じて人の動きを模倣することにより、社会性や対人関係の芽生えを支援します。
・一人遊びの状態から並行遊びを行い、大人が介入して行う連合的な遊び、役割分担したりルールを守って遊ぶ協同遊びを通して、徐々に社会性の発達を支援します。
・個々の発達の段階を見極めながら、必要に応じて集団参加へ導き、共に活動することを通じて互いの存在を認め合いながら仲間作りをしたり、集団におけるルールの理解に繋がったりするよう支援します。

主な行事等
入園式（入園児のみ）　季節ごとの行事（お花見・七夕・あじさい見学・プール遊び・夏祭り・梨がり・運動会・クリスマス会・新年会・節分・ひなまつり等）　卒園式（卒園児のみ）
　誕生会と身体計測、避難訓練は毎月実施

家族支援

・家族支援プログラム(ペアレント・プログラム)の実施や家族等が参加できる研修の情報提供
等を行います。
・家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行って
いきます。
・父母の会の活動を支援し、保護者同士の交流の機会を設けたり保護者向け研修会を実施した
りします。

移行支援

・保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する機会を
設けます。
・インクルージョン推進の観点から支援を行い、保育所や認定こども園、小学校への移行
時に支援内容等の情報共有と相互理解を図ります。

地域支援・地域連携
・庄内地域療育連絡会、医療的ケア児支援連絡会への参加
・保育所等訪問の実施
・居宅型児童発達支援の実施

職員の質の向上

・専門家からの助言、外部研修への参加、児発管等資格取得
・個別ケース検討会やヒヤリハット・支援会議の実施
・身体拘束等虐待防止研修会の実施
・職員研修（ガイドライン・感染症・心肺蘇生等）
・研修報告会


